
(57)【要約】

【課題】補助容量カップリング駆動方法を用いた良好な

表示を得られる液晶表示装置を提供する。

【解決手段】液晶容量ＣＬ Ｃ が大きく変化する電圧領域

である遷移領域Ｒに、補助容量線の電位を変化させる前

後の対向電極３５に対する画素電極３４の電圧の少なく

とも一方が入る場合に、補助容量線の電位の変化に伴う

画素電極３４の電位の変化分（ＣＳ Ｃ ／ＣＡ Ｌ Ｌ ）×Δ

ＶのＣＡ Ｌ Ｌ の構成要素の１つであるＣＬ Ｃ が変化する

ので、変化後のＣＬ Ｃ を加味したＣＡ Ｌ Ｌ を用いて画素

電極３４の電位の変化分を加味した映像信号の補正を行

う。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の ド レ イ ン 線 及 び 複 数 の ゲ ー ト 線 と 、
　 第 １ 画 素 電 極 と 対 向 電 極 に 挟 ま れ た 液 晶 層 と 、
　 前 記 第 １ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 １ 画 素
部 と 、
　 前 記 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 補 助 容 量 線 と 、 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ 補 助 容 量 線 に 第 １ 電 位 が 供 給 さ れ る 前 後 の 液 晶 層 に 印 加 さ れ る 電 位 の 少 な く と
も ど ち ら か が 、 前 記 液 晶 層 の Ｃ － Ｖ 曲 線 の 遷 移 領 域 内 の 電 位 と な る 場 合 に 、 前 記 第 １ 画 素
部 へ の 映 像 信 号 を 補 正 す る 補 正 回 路 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 補 正 回 路 は 、 前 記 第 １ 電 位 が 供 給 さ れ る 前 後 の 前 記 第 １ 画 素 電 極 の カ ッ プ リ ン グ 量
に 対 応 し て 映 像 信 号 を 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の ド レ イ ン 線 及 び 複 数 の ゲ ー ト 線 と 、
　 第 １ 画 素 電 極 及 び 第 ２ 画 素 電 極 、 な ら び に 対 向 電 極 に 挟 ま れ た 液 晶 層 と 、
　 前 記 第 １ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 １ 画 素
部 と 、
　 前 記 第 ２ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ３ 電 極 と 、 第 ４ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 ２ 画 素
部 と 、
　 前 記 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 補 助 容 量 線 と 、
　 前 記 第 ４ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ２ 補 助 容 量 線 と 、 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ 補 助 容 量 線 に 第 １ 電 位 が 供 給 さ れ る 前 後 の 液 晶 層 に 印 加 さ れ る 電 位 の 少 な く と
も ど ち ら か が 、 前 記 液 晶 層 の Ｃ － Ｖ 曲 線 の 遷 移 領 域 内 の 電 位 と な る 場 合 に 、 前 記 第 １ 画 素
部 へ の 映 像 信 号 を 補 正 し 、 前 記 第 ２ 補 助 容 量 線 に 第 ２ 電 位 が 供 給 さ れ る 前 後 の 液 晶 層 に 印
加 さ れ る 電 位 の 少 な く と も ど ち ら か が 、 前 記 液 晶 層 の Ｃ － Ｖ 曲 線 の 遷 移 領 域 内 の 電 位 と な
る 場 合 に 、 前 記 第 ２ 画 素 部 へ の 映 像 信 号 を 補 正 す る 補 正 回 路 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 補 正 回 路 は 、 前 記 第 １ 電 位 が 供 給 さ れ る 前 後 の 前 記 第 １ 画 素 電 極 の カ ッ プ リ ン グ 量
、 及 び 前 記 第 ２ 電 位 が 供 給 さ れ る 前 後 の 前 記 第 ２ 画 素 電 極 の カ ッ プ リ ン グ 量 に 対 応 し て 映
像 信 号 を 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 電 位 及 び 前 記 第 ２ 電 位 は 、 全 て の 画 素 部 に 映 像 信 号 を 書 き 終 え る 期 間 で あ る １
フ レ ー ム 期 間 毎 に 、 値 が 入 れ 替 わ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 画 素 部 及 び 前 記 第 ２ 画 素 部 は 、 １ つ の ゲ ー ト 線 に 沿 い 、 且 つ 互 い に 隣 接 す る よ
う に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 少 な く と も １ つ の ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 全 て の 画 素 部 に 映 像 信 号 を 書 き 終 え た 後
、 前 記 第 １ 補 助 容 量 線 及 び 前 記 第 ２ 補 助 容 量 線 に 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ 電 位 及 び 前 記 第 ２ 電
位 を 供 給 す る 電 位 供 給 回 路 部 を さ ら に 備 え る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ 電 極 及 び 前 記 第 ３ 電 極 に 供 給 さ れ る 映 像 信 号 は 、 互 い に 反 転 し た 波 形 を 有 す る
、 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 複 数 の 前 記 第 １ 画 素 部 の み で 構 成 さ れ た 第 １ ブ ロ ッ ク と 、 複 数 の 前 記 第 ２ 画 素 部 の み で
構 成 さ れ た 第 ２ ブ ロ ッ ク と が 互 い に 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 複 数 の 前 記 第 １ 画 素 部 及 び 前 記 第 ２ ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 複
数 の 前 記 第 ２ 画 素 部 に 供 給 さ れ る 信 号 は 、 互 い に 反 転 し た 波 形 を 有 す る 、 請 求 項 ３ に 記 載
の 液 晶 表 示 装 置 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 少 な く と も １ つ の ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 全 て の 画 素 部 に 映 像 信 号 を 書 き 終 え た 後
、 前 記 第 １ 補 助 容 量 線 に 、 前 記 第 １ 電 位 を 供 給 す る 電 位 供 給 回 路 部 を さ ら に 備 え る 請 求 項
１ ま た は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 補 正 回 路 は γ 補 正 回 路 に 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た ド レ イ ン 線 及 び ゲ ー ト 線 と 、
　 第 １ 画 素 電 極 及 び 第 ２ 画 素 電 極 、 な ら び に 対 向 電 極 に 挟 ま れ た 液 晶 層 と 、
　 前 記 第 １ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 １ 画 素
部 と 、
　 前 記 第 ２ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ３ 電 極 と 、 第 ４ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 ２ 画 素
部 と 、
　 前 記 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 補 助 容 量 線 と 前 記 第 ４ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ２ 補 助 容 量 線
と 、 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 少 な く と も １ つ の ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 全 て の 第 １ 画 素 電 極 に 入 力 電 圧 を そ れ ぞ
れ 入 力 し 終 え た 後 、 前 記 第 １ 補 助 容 量 線 に 前 記 第 １ 電 位 を 供 給 す る と と も に 、
前 記 少 な く と も １ つ の ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 全 て の 第 ２ 画 素 電 極 に 入 力 電 圧 を そ れ
ぞ れ 入 力 し 終 え た 後 、 前 記 第 ２ 補 助 容 量 線 に 前 記 第 ２ 電 位 を 供 給 す る 電 位 供 給 回 路 と 、
　 前 記 画 素 部 に 直 接 入 力 さ れ る 電 圧 に 対 す る 、 前 記 第 １ 電 位 を 供 給 し た 後 の 前 記 液 晶 層 の
透 過 率 曲 線 を 用 い て 映 像 信 号 を γ 補 正 す る γ 補 正 回 路 と を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の ド レ イ ン 線 及 び 複 数 の ゲ ー ト 線 と 、
　 第 １ 画 素 電 極 及 び 第 ２ 画 素 電 極 、 な ら び に 対 向 電 極 に 挟 ま れ た 液 晶 層 と 、
　 前 記 第 １ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 １ 画 素
部 と 、
　 前 記 第 ２ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ３ 電 極 と 、 第 ４ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 ２ 画 素
部 と 、
　 前 記 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 補 助 容 量 線 と 、
　 前 記 第 ４ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ２ 補 助 容 量 線 と 、 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 制 御 方 法 に お い
て 、
　 前 記 第 １ 補 助 容 量 線 に 第 １ 電 位 が 供 給 さ れ る 前 後 の 液 晶 層 に 印 加 さ れ る 電 位 の 少 な く と
も ど ち ら か が 、 前 記 液 晶 層 の Ｃ － Ｖ 曲 線 の 遷 移 領 域 内 の 電 位 と な る 場 合 に 、 前 記 第 １ 画 素
部 へ の 映 像 信 号 を 補 正 し 、
　 前 記 第 ２ 補 助 容 量 線 に 第 ２ 電 位 が 供 給 さ れ る 前 後 の 液 晶 層 に 印 加 さ れ る 電 位 の 少 な く と
も ど ち ら か が 、 前 記 液 晶 層 の Ｃ － Ｖ 曲 線 の 遷 移 領 域 内 の 電 位 と な る 場 合 に 、 前 記 第 ２ 画 素
部 へ の 映 像 信 号 を 補 正 す る 液 晶 表 示 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た ド レ イ ン 線 及 び ゲ ー ト 線 と 、
　 第 １ 画 素 電 極 及 び 第 ２ 画 素 電 極 、 な ら び に 対 向 電 極 に 挟 ま れ た 液 晶 層 と 、
　 前 記 第 １ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 １ 画 素
部 と 、
　 前 記 第 ２ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ３ 電 極 と 、 第 ４ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 ２ 画 素
部 と 、
　 前 記 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 補 助 容 量 線 と 前 記 第 ４ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ２ 補 助 容 量 線
と 、 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 制 御 方 法 に お い て 、
　 少 な く と も １ つ の ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 全 て の 第 １ 画 素 電 極 に 入 力 電 圧 を そ れ ぞ
れ 入 力 し 終 え た 後 、 前 記 第 １ 補 助 容 量 線 に 前 記 第 １ 電 位 を 供 給 し 、
前 記 少 な く と も １ つ の ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 全 て の 第 ２ 画 素 電 極 に 入 力 電 圧 を そ れ
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ぞ れ 入 力 し 終 え た 後 、 前 記 第 ２ 補 助 容 量 線 に 前 記 第 ２ 電 位 を 供 給 し 、
　 前 記 画 素 部 に 直 接 入 力 さ れ る 電 圧 に 対 す る 、 前 記 第 １ 電 位 を 供 給 し た 後 の 前 記 液 晶 層 の
透 過 率 曲 線 を 用 い て 映 像 信 号 を γ 補 正 す る 液 晶 表 示 装 置 の 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 画 素 部 を 有 す る 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 画 素 部 の 液 晶 （ 画 素 電 極 ） に 長 時 間 に わ た り 直 流 電 圧 が 印 加 さ
れ る と 、 焼 き 付 き と 呼 ば れ る 残 像 現 象 が 生 じ る 。 し た が っ て 、 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 さ せ る
場 合 に は 、 所 定 の 周 期 で 、 画 素 電 極 の 電 位 （ 画 素 電 位 ） を 、 対 向 電 極 の 電 位 に 対 し て 反 転
さ せ る 駆 動 方 法 を 用 い る 必 要 が あ る 。 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 の 一 例 と し て 、
対 向 電 極 に 直 流 電 圧 を 印 加 す る Ｄ Ｃ 駆 動 法 が あ る 。 ま た 、 こ の Ｄ Ｃ 駆 動 法 と し て 、 １ 水 平
期 間 毎 に 、 画 素 電 位 を 、 直 流 電 圧 が 印 加 さ れ る 対 向 電 極 の 電 位 に 対 し て 反 転 さ せ る ラ イ ン
反 転 駆 動 法 が 知 ら れ て い る （ た と え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 な お 、 １ 水 平 期 間 と は 、 １
本 の ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 全 て の 画 素 部 に 、 映 像 信 号 を 書 き 終 え る 期 間 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ７ は 、 従 来 の ラ イ ン 反 転 駆 動 法 を 用 い て 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 さ せ る 場 合 の 波 形 図 で あ
る 。 図 ７ を 参 照 し て 、 従 来 の ラ イ ン 反 転 駆 動 法 を 用 い て 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 さ せ る 場 合 に
は 、 １ 水 平 期 間 毎 に 、 対 向 電 極 の 電 位 Ｃ Ｏ Ｍ に 対 し て 映 像 信 号 を 反 転 さ せ る 。 ま た 、 画 素
部 Ａ ～ Ｆ 毎 に 、 表 示 す る 画 像 に 応 じ て 映 像 信 号 を 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 隣 接 す る 画 素 部 Ａ ～ Ｆ 毎 に 、 映 像 信 号 を 対 向 電 極 の 電 位 Ｃ Ｏ Ｍ に 対 し て 反 転 さ せ
る ド ッ ト 反 転 駆 動 法 を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 も 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ８ は 、 従 来 の ド ッ ト 反 転 駆 動 法 を 用 い て 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 さ せ る 場 合 の 波 形 図 で あ
る 。 従 来 の ド ッ ト 反 転 駆 動 法 を 用 い て 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 さ せ る 場 合 に は 、 図 ７ に 示 し た
従 来 の ラ イ ン 反 転 駆 動 法 と 異 な り 、 画 素 部 Ａ ～ Ｆ 毎 に 、 対 向 電 極 の 電 位 Ｃ Ｏ Ｍ に 対 し て 、
表 示 す る 画 像 に 応 じ た 映 像 信 号 を 反 転 さ せ る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 鈴 木 八 十 二 著 「 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 工 学 入 門 」 日 刊 工 業 新 聞 社 、 １ ９ ９ ８
年 １ １ 月 ２ ０ 日 、 ｐ ｐ ． １ ０ １ － １ ０ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 駆 動 法 で は 、 映 像 信 号 電 圧 に 対 す る 液 晶 層 の 透 過 率 曲 線
が 図 ９ に 示 す よ う に 非 常 に 急 峻 で あ る た め 、 階 調 を 多 く す る と 各 階 調 を 実 現 す る た め の 液
晶 に 印 加 さ れ る 電 圧 の 間 隔 が 非 常 に 狭 く な る 。 従 っ て 、 そ の 電 圧 （ ＝ 映 像 信 号 電 圧 ） に 対
す る 透 過 率 の 変 化 量 が 大 き い た め 、 な め ら か な 階 調 表 示 が し に く か っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 の 第 １ の 発 明 は 、
互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の ド レ イ ン 線 及 び 複 数 の ゲ ー ト 線 と 、 第 １ 画 素 電 極
と 対 向 電 極 に 挟 ま れ た 液 晶 層 と 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 を
有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 １ 画 素 部 と 、 前 記 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 補 助 容 量 線 と 、 を 備
え る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ 補 助 容 量 線 に 第 １ 電 位 が 供 給 さ れ る 前 後 の 液 晶 層 に 印 加 さ れ る 電 位 の 少 な く と も
ど ち ら か が 、 前 記 液 晶 層 の Ｃ － Ｖ 曲 線 の 遷 移 領 域 内 の 電 位 と な る 場 合 に 、 前 記 第 １ 画 素 部
へ の 映 像 信 号 を 補 正 す る 補 正 回 路 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 願 の 第 ２ の 発 明 は 、
互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の ド レ イ ン 線 及 び 複 数 の ゲ ー ト 線 と 、 第 １ 画 素 電 極
及 び 第 ２ 画 素 電 極 、 な ら び に 対 向 電 極 に 挟 ま れ た 液 晶 層 と 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ
た 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 １ 画 素 部 と 、 前 記 第 ２ 画 素 電 極 に 接 続
さ れ た 第 ３ 電 極 と 、 第 ４ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 ２ 画 素 部 と 、 前 記 第 ２ 電 極 に 接 続
さ れ た 第 １ 補 助 容 量 線 と 、 前 記 第 ４ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ２ 補 助 容 量 線 と 、 を 備 え る 液 晶 表
示 装 置 に お い て 、
前 記 第 １ 補 助 容 量 線 に 第 １ 電 位 が 供 給 さ れ る 前 後 の 液 晶 層 に 印 加 さ れ る 電 位 の 少 な く と も
ど ち ら か が 、 前 記 液 晶 層 の Ｃ － Ｖ 曲 線 の 遷 移 領 域 内 の 電 位 と な る 場 合 に 、 前 記 第 １ 画 素 部
へ の 映 像 信 号 を 補 正 し 、 前 記 第 ２ 補 助 容 量 線 に 第 ２ 電 位 が 供 給 さ れ る 前 後 の 液 晶 層 に 印 加
さ れ る 電 位 の 少 な く と も ど ち ら か が 、 前 記 液 晶 層 の Ｃ － Ｖ 曲 線 の 遷 移 領 域 内 の 電 位 と な る
場 合 に 、 前 記 第 ２ 画 素 部 へ の 映 像 信 号 を 補 正 す る 補 正 回 路 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 の 第 ３ の 発 明 は 、
互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た ド レ イ ン 線 及 び ゲ ー ト 線 と 、 第 １ 画 素 電 極 と 対 向 電 極 に
挟 ま れ た 液 晶 層 と 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 電 極 と 、 第 ２ 電 極 を 有 す る 補 助 容
量 を 含 む 第 １ 画 素 部 と 、 前 記 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 補 助 容 量 線 と 、 を 備 え る 液 晶 表 示
装 置 に お い て 、
少 な く と も １ つ の ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 全 て の 第 １ 画 素 電 極 に 入 力 電 圧 を そ れ ぞ れ
入 力 し 終 え た 後 、 前 記 第 １ 補 助 容 量 線 に 、 前 記 第 １ 電 位 を 供 給 す る 電 位 供 給 回 路 と 、 前 記
画 素 部 に 直 接 入 力 さ れ る 電 圧 に 対 す る 、 前 記 第 １ 電 位 を 供 給 し た 後 の 前 記 液 晶 層 の 透 過 率
曲 線 を 用 い て γ 補 正 す る γ 補 正 回 路 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 の 第 ４ の 発 明 は
互 い に 交 差 す る よ う に 配 置 さ れ た ド レ イ ン 線 及 び ゲ ー ト 線 と 、 第 １ 画 素 電 極 及 び 第 ２ 画 素
電 極 、 な ら び に 対 向 電 極 に 挟 ま れ た 液 晶 層 と 、 前 記 第 １ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 電 極 と
、 第 ２ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 １ 画 素 部 と 、 前 記 第 ２ 画 素 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ３ 電
極 と 、 第 ４ 電 極 を 有 す る 補 助 容 量 を 含 む 第 ２ 画 素 部 と 、 前 記 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 １ 補
助 容 量 線 と 前 記 第 ４ 電 極 に 接 続 さ れ た 第 ２ 補 助 容 量 線 と 、 を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 に お い て
、
少 な く と も １ つ の ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 全 て の 第 １ 画 素 電 極 に 入 力 電 圧 を そ れ ぞ れ
入 力 し 終 え た 後 、 前 記 第 １ 補 助 容 量 線 に 前 記 第 １ 電 位 を 供 給 す る と と も に 、 前 記 少 な く と
も １ つ の ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 全 て の 第 ２ 画 素 電 極 に 入 力 電 圧 を そ れ ぞ れ 入 力 し 終
え た 後 、 前 記 第 ２ 補 助 容 量 線 に 前 記 第 ２ 電 位 を 供 給 す る 電 位 供 給 回 路 と 、
前 記 画 素 部 に 直 接 入 力 さ れ る 電 圧 に 対 す る 、 前 記 第 １ 電 位 を 供 給 し た 後 の 前 記 液 晶 層 の 透
過 率 曲 線 を 用 い て γ 補 正 す る γ 補 正 回 路 と を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 映 像 信 号 の 供 給 後 に 画 素 電 極 の 電 位 を 変 化 さ せ る 前 後 で 、 液 晶 容 量 が 変 化 す る 場 合 に 画
素 電 極 に 入 力 さ れ る 入 力 電 圧 を 補 正 す る こ と に よ り 、 な め ら か な 階 調 表 示 が で き 、 高 品 質
な 表 示 を 得 る こ と が で き る と と も に 、 補 助 容 量 カ ッ プ リ ン グ を 用 い た 駆 動 方 法 に よ り 低 消
費 電 力 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 入 力 電 圧 と 液 晶 を 駆 動 し た と き に 得 ら れ る 透 過 率 と の 関 係 を 用 い て γ 補 正 す る こ
と に よ り 、 従 来 の 駆 動 方 法 と 同 じ 液 晶 材 料 を 用 い た と し て も 各 階 調 に 対 応 す る 電 圧 の 差 が
大 き く な る た め 、 階 調 を よ り 正 確 に 表 示 で き る と 共 に 、 多 階 調 化 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。 基 板 １ 上 に
表 示 部 ２ が 設 け ら れ て い る 。 表 示 部 ２ に は 、 画 素 部 ３ － １ ａ ～ ３ － １ ｄ 及 び ３ － ２ ａ 及 び
３ － ２ ｄ が 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ で は 、 図 面 の 簡 略 化 の た め 、 ２ 本 の ゲ ー ト 線 Ｇ １
及 び Ｇ ２ 、 そ の ゲ ー ト 線 Ｇ １ 及 び Ｇ ２ に 交 差 す る ４ 本 の ド レ イ ン 線 Ｄ １ ～ Ｄ ４ 、 な ら び に
８ つ の 画 素 部 ３ － １ ａ ～ ３ － １ ｄ 及 び ３ － ２ ａ ～ ３ － ２ ｄ か ら な る ２ 行 ４ 列 の マ ト リ ク ス
を 図 示 し て い る が 、 実 際 に は 、 複 数 の ゲ ー ト 線 と 複 数 の ド レ イ ン 線 と が 互 い に 交 差 す る よ
う に 配 置 さ れ て い る と と も に 、 複 数 の 画 素 部 が ｍ 行 ｎ 列 の マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 画 素 部 ３ － １ ａ ～ ３ － １ ｄ 及 び ３ － ２ ａ ～ ３ － ２ ｄ は 、 そ れ ぞ れ 液 晶 層 ３ １ 、 ト ラ ン ジ
ス タ ３ ２ 及 び 補 助 容 量 ３ ３ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 液 晶 層 ３ １ は 、 そ れ ぞ れ 、 各 画 素 電
極 ３ ４ と 共 通 の 対 向 電 極 （ 共 通 電 極 ） ３ ５ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 画 素 部 ３ － １ ａ 及 び ３ － ２ ａ の ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ の ド レ イ ン は 、 ド レ イ ン 線 Ｄ １
に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 画 素 部 ３ － １ ｂ 及 び ３ － ２ ｂ の ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ の ド レ イ ン
は 、 ド レ イ ン 線 Ｄ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 同 様 に 、 画 素 部 ３ － １ ｃ 及 び ３ － ２ ｃ の ト ラ ン ジ
ス タ ３ ２ の ド レ イ ン は 、 ド レ イ ン 線 Ｄ ３ に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 画 素 部 ３ － １ ｄ 及 び
３ － ２ ｄ の ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ の ド レ イ ン は 、 ド レ イ ン 線 Ｄ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 全 て の 画
素 部 の ソ ー ス は 、 そ れ ぞ れ 画 素 電 極 ３ ４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 各 画 素 部 の 補 助 容 量 ３ ３ の 一 方 の 電 極 ３ ６ は 、 そ れ ぞ れ 、 画 素 電 極 ３ ４ に 接 続 さ れ て い
る 。 ま た 、 画 素 部 ３ － １ ａ 及 び ３ － １ ｃ の 補 助 容 量 ３ ３ の 他 方 の 電 極 ３ ７ － １ ａ 及 び ３ ７
－ １ ｃ は 、 と も に 補 助 容 量 線 Ｓ Ｃ １ － １ に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 画 素 部 ３ － １ ｂ 及 び
３ － １ ｄ の 補 助 容 量 ３ ３ の 他 方 の 電 極 ３ ７ － １ ｂ 及 び ３ ７ － １ ｄ は 、 と も に 補 助 容 量 線 Ｓ
Ｃ ２ － １ に 接 続 さ れ て い る 。 同 様 に 、 画 素 部 ３ － ２ ａ 及 び ３ － ２ ｃ の 補 助 容 量 ３ ３ の 他 方
の 電 極 ３ ７ － ２ ａ 及 び ３ ７ － ２ ｃ は 、 と も に 補 助 容 量 線 Ｓ Ｃ １ － ２ に 接 続 さ れ て い る と と
も に 、 画 素 部 ３ － ２ ｂ 及 び ３ － ２ ｄ の 補 助 容 量 ３ ３ の 他 方 の 電 極 ３ ７ － ２ ｂ 及 び ３ ７ － ２
ｄ は 、 と も に 補 助 容 量 線 Ｓ Ｃ ２ － ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 基 板 １ 上 に は 、 ド レ イ ン 線 Ｄ １ ～ Ｄ ４ な ら び に 図 示 し な い ５ 段 目 以 降 の ド レ イ ン
線 を 駆 動 （ 走 査 ） す る た め の Ｈ ス イ ッ チ （ ｎ チ ャ ネ ル ト ラ ン ジ ス タ ） ４ ａ 及 び ４ ｂ と 、 Ｈ
ド ラ イ バ ５ と が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 画 素 部 ３ ａ （ ド レ イ ン 線 Ｄ １ ） に 対 応 す る Ｈ ス
イ ッ チ ４ ａ は 、 映 像 信 号 線 Ｖ Ｉ Ｄ Ｅ Ｏ １ に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 画 素 部 ３ ｂ （ ド レ イ
ン 線 Ｄ ２ ） に 対 応 す る Ｈ ス イ ッ チ ４ ｂ は 、 映 像 信 号 線 Ｖ Ｉ Ｄ Ｅ Ｏ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 な
お 、 本 実 施 形 態 に お い て は Ｈ ス イ ッ チ を Ｈ ス イ ッ チ で 示 し て い る が 、 Ｈ ス イ ッ チ 及 び ｐ チ
ャ ネ ル ト ラ ン ジ ス タ か ら な る ト ラ ン ス フ ァ ー ゲ ー ト 等 、 そ の 他 の 手 段 で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 基 板 １ 上 に は 、 １ 段 目 の ゲ ー ト 線 Ｇ １ 、 ２ 段 目 の ゲ ー ト 線 Ｇ ２ 及 び 図 １ に は 図 示
し な い ３ 段 目 以 降 の ゲ ー ト 線 を 駆 動 （ 走 査 ） す る た め の Ｖ ド ラ イ バ ４ ６ が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 基 板 １ の 外 部 に は 、 駆 動 Ｉ Ｃ ９ が 設 置 さ れ て い る 。 こ の 駆 動 Ｉ Ｃ ９ か ら Ｈ ド ラ イ
バ ５ に は 、 正 側 電 位 Ｈ Ｖ Ｄ Ｄ 、 負 側 電 位 Ｈ Ｖ Ｓ Ｓ 、 ス タ ー ト 信 号 Ｓ Ｔ Ｈ 及 び ク ロ ッ ク 信 号
Ｃ Ｋ Ｈ が 供 給 さ れ る 。 ま た 、 駆 動 Ｉ Ｃ ９ か ら Ｖ ド ラ イ バ ４ ６ に は 、 正 側 電 位 Ｖ Ｖ Ｄ Ｄ 、 負
側 電 位 Ｖ Ｖ Ｓ Ｓ 、 ス タ ー ト 信 号 Ｓ Ｔ Ｖ 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｋ Ｖ 及 び イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｅ Ｎ Ｂ が
供 給 さ れ る 。 ま た 、 駆 動 Ｉ Ｃ ９ か ら 電 位 供 給 回 路 ７ に は 、 正 側 電 位 Ｖ Ｓ Ｃ Ｈ 、 負 側 電 位 Ｖ
Ｓ Ｃ Ｌ 及 び ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｋ Ｖ Ｓ Ｃ が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 第 １ 実 施 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の Ｖ ド ラ イ バ ４ ６ 及 び 電 位 供 給 回 路 ４ ７ の
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動 作 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 Ｖ ド ラ イ バ ４ ６ に 、 Ｈ レ ベ ル の
ス タ ー ト 信 号 Ｓ Ｔ Ｖ が 入 力 さ れ る 。 次 に 、 Ｖ ド ラ イ バ ４ ６ に お い て 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｋ Ｖ
１ が Ｈ レ ベ ル に な る こ と に よ っ て 、 シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 部 ４ ６ １ ａ （ 図 ２ 参 照 ） か ら Ｈ レ
ベ ル の 信 号 が Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ａ に 入 力 さ れ る 。 こ の 後 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｋ Ｖ １ が Ｌ レ
ベ ル に な る と と も に 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｋ Ｖ ２ が Ｈ レ ベ ル に な る こ と に よ っ て 、 シ フ ト レ ジ
ス タ 回 路 部 ４ ６ １ ｂ か ら Ｈ レ ベ ル の 信 号 が Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ａ 及 び ６ ２ ｂ に 入 力 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｅ Ｎ Ｂ が Ｈ レ ベ ル に な る こ と に よ っ て 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ａ に
入 力 さ れ る ３ つ の 信 号 （ シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 部 ４ ６ １ ａ 及 び ４ ６ １ ｂ の 信 号 と イ ネ ー ブ ル
信 号 Ｅ Ｎ Ｂ ） が 全 て Ｈ レ ベ ル と な る の で 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ａ か ら ゲ ー ト 線 Ｇ １ に Ｈ レ
ベ ル の 信 号 が 供 給 さ れ る 。 次 に 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｅ Ｎ Ｂ が Ｌ レ ベ ル に な る こ と に よ っ て 、
Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ａ か ら ゲ ー ト 線 Ｇ １ に Ｌ レ ベ ル の 信 号 が 供 給 さ れ る と と も に 、 そ の Ｌ
レ ベ ル の 信 号 は 、 １ フ レ ー ム 期 間 Ｌ レ ベ ル に 保 持 さ れ る 。 こ の 後 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｋ Ｖ ２
が Ｌ レ ベ ル に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｋ Ｖ １ が 再 び Ｈ レ ベ ル に な る こ と に よ っ て 、 シ フ ト レ ジ ス タ 回 路
部 ４ ６ １ ｃ か ら Ｈ レ ベ ル の 信 号 が Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ｂ 及 び ４ ６ ２ ｃ に 入 力 さ れ る 。 次 に
、 イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｅ Ｎ Ｂ が 再 び Ｈ レ ベ ル に な る こ と に よ っ て 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ｂ に 入
力 さ れ る ３ つ の 信 号 （ シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 部 ４ ６ １ ｂ 及 び ４ ６ １ ｃ の 信 号 と イ ネ ー ブ ル 信
号 Ｅ Ｎ Ｂ ） が 全 て Ｈ レ ベ ル と な る の で 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ｂ か ら ゲ ー ト 線 Ｇ ２ に Ｈ レ ベ
ル の 信 号 が 供 給 さ れ る 。 次 に 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｅ Ｎ Ｂ が Ｌ レ ベ ル に な る こ と に よ っ て 、 Ａ
Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ｂ か ら ゲ ー ト 線 Ｇ ２ に Ｌ レ ベ ル の 信 号 が 供 給 さ れ る と と も に 、 １ フ レ ー
ム 期 間 Ｌ レ ベ ル に 保 持 さ れ る 。 こ の 後 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｋ Ｖ １ が Ｌ レ ベ ル に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 上 記 し た Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ａ 及 び ４ ６ ２ ｂ と 同 様 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｋ Ｖ １ 及 び
Ｃ Ｋ Ｖ ２ に 同 期 し て 、 シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 部 ４ ６ １ ｄ ～ ４ ６ １ ｆ か ら の Ｈ レ ベ ル の 信 号 が
、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ｃ ～ ４ ６ ２ ｅ に 順 次 入 力 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 上 記 し た ゲ ー ト 線 Ｇ
１ 及 び Ｇ ２ と 同 様 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｅ Ｎ Ｂ に 同 期 し て 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ｃ ～ ４ ６ ２ ｅ
か ら の Ｈ レ ベ ル の 信 号 が 、 ゲ ー ト 線 Ｇ ３ ～ Ｇ ５ に 順 次 供 給 さ れ る 。 こ の 後 、 イ ネ ー ブ ル 信
号 Ｅ Ｎ Ｂ に 同 期 し て 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ｃ ～ ４ ６ ２ ｅ か ら の Ｌ レ ベ ル の 信 号 が 、 ゲ ー ト
線 Ｇ ３ ～ Ｇ ５ に 順 次 供 給 さ れ 、 １ フ レ ー ム 期 間 Ｌ レ ベ ル に 保 持 さ れ る 。 な お 、 図 ２ に 示 す
よ う に 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｅ Ｎ Ｂ が Ｌ レ ベ ル の 期 間 中 、 ゲ ー ト 線 Ｇ １ ～ Ｇ ５ は 強 制 的 に Ｌ レ
ベ ル に な る の で 、 隣 接 す る ゲ ー ト 線 の Ｈ レ ベ ル の 期 間 が 重 な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 ２ 段 目 以 降 の ゲ ー ト 線 に 信 号 を 供 給 す る Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ｂ ～ ４ ６ ２ ｅ か ら の
Ｈ レ ベ ル の 信 号 が 、 電 位 供 給 回 路 部 ４ ７ ａ ～ ４ ７ ｄ に 順 次 入 力 さ れ る 。 電 位 供 給 回 路 部 ４
７ ａ ～ ４ ７ ｄ で は 、 シ フ ト レ ジ ス タ ８ か ら Ｈ レ ベ ル の 入 力 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 補 助 容 量
線 Ｓ Ｃ １ － １ に Ｈ レ ベ ル 側 の 電 位 Ｖ Ｓ Ｃ Ｈ が 供 給 さ れ る と と も に 、 補 助 容 量 線 Ｓ Ｃ ２ － １
に Ｌ レ ベ ル 側 の 電 位 Ｖ Ｓ Ｃ Ｌ が 供 給 さ れ る 。 な お 、 電 気 供 給 回 路 部 ４ ７ ａ へ の 入 力 信 号 が
Ｌ レ ベ ル に な っ た 場 合 に も 、 補 助 容 量 線 Ｓ Ｃ １ － １ に Ｈ レ ベ ル 側 の 電 位 Ｖ Ｓ Ｃ Ｈ が 供 給 さ
れ 続 け る と と も に 、 補 助 容 量 線 Ｓ Ｃ ２ － １ に Ｌ レ ベ ル 側 の 電 位 Ｖ Ｓ Ｃ Ｌ が 供 給 さ れ 続 け 、
１ フ レ ー ム 間 保 持 さ れ る 。 そ の 後 、 各 補 助 容 量 線 に 供 給 さ れ る 電 位 が 逆 に な り 、 ま た １ フ
レ ー ム 間 保 持 さ れ る 。 な お 、 図 ２ に 示 し た 電 位 供 給 回 路 部 ４ ７ ｂ ～ ４ ７ ｄ に お い て も 、 電
位 供 給 回 路 部 ４ ７ ａ と 同 様 の 動 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 電 位 供 給 回 路 部 ４ ７ ａ ～ ４ ７ ｄ か ら の Ｈ レ ベ ル 側 の 電 位 Ｖ Ｓ Ｃ Ｈ 及 び Ｌ レ
ベ ル 側 の 電 位 Ｖ Ｓ Ｃ Ｌ が 、 ゲ ー ト 線 Ｇ ２ ～ Ｇ ５ に Ｈ レ ベ ル の 信 号 が 供 給 さ れ る タ イ ミ ン グ
と 同 様 の タ イ ミ ン グ で 、 補 助 容 量 線 Ｓ Ｃ １ － １ ～ Ｓ Ｃ １ － ４ 及 び 補 助 容 量 線 Ｓ Ｃ ２ － １ ～
Ｓ Ｃ ２ － ４ に 順 次 供 給 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 し た Ｖ ド ラ イ バ ４ ６ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 Ｖ ド ラ イ バ ４ ６ は 、 シ フ ト
レ ジ ス タ 回 路 部 ４ ６ １ ａ ～ ４ ６ １ ｆ 、 ３ つ の 入 力 端 子 と １ つ の 出 力 端 子 と を 有 す る Ａ Ｎ Ｄ
回 路 部 ４ ６ ２ ａ ～ ４ ６ ２ ｅ 、 及 び 電 位 供 給 回 路 ４ ７ ａ ～ ｄ を 内 蔵 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ａ の 入 力 端 子 に は 、 シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 部 ４ ６ １ ａ 及 び ４ ６ １ ｂ の
出 力 信 号 と 、 イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｅ Ｎ Ｂ と が 入 力 さ れ る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ｂ 以 降 も 同 様 に
、 １ 段 ず つ ず ら し た ２ 段 の シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 部 の 出 力 信 号 及 び イ ネ ー ブ ル 信 号 Ｅ Ｎ Ｂ が
入 力 さ れ る 。 ま た 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ａ ～ ４ ６ ２ ｅ の 出 力 端 子 は 、 そ れ ぞ れ 、 ゲ ー ト 線
Ｇ １ ～ Ｇ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 　 ま た 、 Ｖ ド ラ イ バ ４ ６ に は 電 位 供 給 回 路 ４ ７ が 内 蔵 さ れ
て い る 。 こ の 電 位 供 給 回 路 ４ ７ は 、 電 位 供 給 回 路 部 ４ ７ ａ ～ ４ ７ ｄ を 含 ん で い る 。 そ し て
、 電 位 供 給 回 路 部 ４ ７ ａ ～ ４ ７ ｄ は 、 そ れ ぞ れ 、 ゲ ー ト 線 Ｇ １ ～ Ｇ ４ に 対 応 す る よ う に 設
け ら れ て い る 。 な お 、 ゲ ー ト 線 Ｇ ５ に 対 応 す る 電 位 供 給 回 路 部 は 、 図 面 の 簡 略 化 の た め 、
図 示 し て い な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ゲ ー ト 線 Ｇ １ に 対 応 す る 電 位 供 給 回 路 部 ４ ７ ａ に は 、 出 力 端 子 が ゲ ー ト 線 Ｇ ２ に 接 続 さ
れ た Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 ４ ６ ２ ｂ の 出 力 信 号 が 入 力 さ れ る 。 す な わ ち 、 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、
所 定 段 の ゲ ー ト 線 に 対 応 す る 補 助 容 量 線 が 接 続 す る 電 位 供 給 回 路 部 に は 、 出 力 端 子 が 次 段
の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 の 出 力 信 号 が 入 力 さ れ る 。 ま た 、 電 位 供 給 回 路 部 ４
７ ｂ ～ ４ ７ ｄ の 回 路 構 成 は 、 電 位 供 給 回 路 部 ４ ７ ａ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 補 助 容 量 線 Ｓ Ｃ １ － １ 及 び Ｓ Ｃ ２ － １ は 、 共 に 電 位 供 給 回 路 部 ４ ７ ａ に 接 続 さ れ 、 補 助
容 量 線 Ｓ Ｃ １ － ２ 及 び Ｓ Ｃ ２ － ２ は 、 共 に 電 位 供 給 回 路 部 ４ ７ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ
ら の 電 位 供 給 回 路 部 ４ ７ ａ 及 び ４ ７ ｂ は 、 補 助 容 量 線 Ｓ Ｃ １ － １ 及 び Ｓ Ｃ ２ － １ な ら び に
Ｓ Ｃ １ － ２ 及 び Ｓ Ｃ ２ － ２ に 、 そ れ ぞ れ 、 Ｈ レ ベ ル 側 の 電 位 Ｖ Ｓ Ｃ Ｈ 及 び Ｌ レ ベ ル 側 の 電
位 Ｖ Ｓ Ｃ Ｌ の 一 方 及 び 他 方 を 、 １ フ レ ー ム 期 間 毎 に 交 互 に 供 給 す る 機 能 を 有 す る 。 な お 、
１ フ レ ー ム 期 間 と は 、 表 示 部 ２ を 構 成 す る 全 て の 画 素 部 に 、 映 像 信 号 を 書 き 終 え る 期 間 で
あ る 。 ま た 、 シ フ ト レ ジ ス タ 部 ４ ６ １ は 、 １ 段 目 の ゲ ー ト 線 Ｇ １ に 沿 っ た １ 対 の 補 助 容 量
線 Ｓ Ｃ １ － １ 及 び Ｓ Ｃ ２ － １ な ら び に Ｓ Ｃ １ － ２ 及 び Ｓ Ｃ ２ － ２ か ら 最 終 段 の ゲ ー ト 線 に
沿 っ た １ 対 の 補 助 容 量 線 （ 図 示 せ ず ） に 、 電 位 供 給 回 路 ４ ７ か ら の 信 号 が 順 次 供 給 さ れ る
よ う に 、 電 位 供 給 回 路 ４ ７ を 駆 動 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 画 素 電 極 ３ ４ に 映 像 信 号 を 入 力 し た 後
に 補 助 容 量 線 の 電 位 を Δ Ｖ だ け 変 化 さ せ る 。 こ の 変 化 に よ り 、 補 助 容 量 ３ ３ の 一 方 の 電 極
３ ６ の 電 位 、 即 ち 電 極 ３ ６ と 等 電 位 の 画 素 電 極 ３ ４ の 電 位 が （ Ｃ Ｓ Ｃ ／ Ｃ Ａ Ｌ Ｌ ） × Δ Ｖ
だ け 変 化 す る の で 、 画 素 電 極 ３ ４ と 対 向 電 極 ３ ５ の 間 に 印 加 さ れ る 電 圧 、 即 ち 液 晶 層 に 印
加 さ れ る 電 圧 が 変 化 す る 。 本 願 発 明 で は 、 こ の よ う な 補 助 容 量 カ ッ プ リ ン グ を 利 用 す る こ
と に よ り 低 い 電 位 の 映 像 信 号 で も 表 示 が 可 能 と な る た め 、 低 電 圧 化 を 実 現 す る こ と が で き
る 。 な お 、 Ｃ Ａ Ｌ Ｌ と は 画 素 内 の 全 容 量 で あ り 、 補 助 容 量 ３ ３ の 容 量 Ｃ Ｓ Ｃ 、 液 晶 容 量 Ｃ

Ｌ Ｃ 及 び 画 素 内 の そ の 他 の 容 量 （ 寄 生 容 量 等 ） の 和 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し か し 、 液 晶 に 電 圧 を 印 加 す る と 液 晶 の 誘 電 率 が 変 化 す る こ と に よ り 、 液 晶 容 量 が 変 化
す る 。 そ の た め 、 上 述 し た よ う に 補 助 容 量 線 の 電 位 を Δ Ｖ 変 化 さ せ て も 、 画 素 電 極 ３ ４ の
電 位 が （ Ｃ Ｓ Ｃ ／ Ｃ Ａ Ｌ Ｌ ） × Δ Ｖ 分 変 化 し な い こ と が あ る 。 こ れ を 示 し て い る の が 図 ４
の 電 圧 － 液 晶 容 量 曲 線 （ Ｃ － Ｖ 曲 線 ） で あ る 。 液 晶 容 量 Ｃ Ｌ Ｃ が 大 き く 変 化 す る 電 圧 領 域
で あ る 遷 移 領 域 Ｒ に 、 補 助 容 量 線 の 電 位 を 変 化 さ せ る 前 後 の 対 向 電 極 ３ ５ に 対 す る 画 素 電
極 ３ ４ の 電 圧 の 少 な く と も 一 方 が 入 る な ら ば 、 補 助 容 量 線 の 電 位 を 変 化 に 伴 っ て 液 晶 容 量
Ｃ Ｌ Ｃ が 変 化 す る 。 す な わ ち 、 こ の 場 合 、 補 助 容 量 線 の 電 位 の 変 化 に 伴 う 画 素 電 極 ３ ４ の
電 位 の 変 化 分 （ Ｃ Ｓ Ｃ ／ Ｃ Ａ Ｌ Ｌ ） × Δ Ｖ の Ｃ Ａ Ｌ Ｌ の 構 成 要 素 の １ つ で あ る Ｃ Ｌ Ｃ が 変
化 す る 。 従 っ て 、 変 化 後 の Ｃ Ｌ Ｃ を 加 味 し た Ｃ Ａ Ｌ Ｌ を 用 い て 画 素 電 極 ３ ４ の 電 位 の 変 化
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分 を 加 味 し た 映 像 信 号 の 補 正 を 行 う こ と に よ り 、 な め ら か な 階 調 表 示 が で き 、 高 品 質 な 表
示 を 得 る こ と が で き る 。 な お 、 図 ４ に お い て 、 遷 移 領 域 Ｒ は 液 晶 容 量 Ｃ Ｌ Ｃ が 変 化 し 始 め
る 電 圧 か ら 変 化 し 終 え る 電 圧 ま で と す る こ と が 好 ま し い が 、 変 化 の し 始 め と 終 わ り は 変 化
量 が 少 な く 、 表 示 へ の 影 響 が 小 さ い た め 、 少 な く と も そ の 変 化 量 が １ ０ ％ 以 上 ９ ０ ％ 未 満
の 電 圧 の 範 囲 と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ゆ え に 、 少 な く と も 一 の 補 助 容 量 線 、 好 ま し く は 一 対 の 補 助 容 量 線 、 更 に 好 ま し く は 、
全 て の 補 助 容 量 線 Ｓ Ｃ １ － １ 、 Ｓ Ｃ ２ － １ 、 Ｓ Ｃ １ － ２ 、 Ｓ Ｃ ２ － ２ ・ ・ ・ の 電 位 を 変 化
さ せ る 前 後 の 対 向 電 極 ３ ５ に 対 す る 画 素 電 極 ３ ４ の 電 圧 の う ち 、 少 な く と も 一 方 の 電 圧 が
遷 移 領 域 Ｒ に 入 る 場 合 に は 、 変 化 後 の 液 晶 容 量 Ｃ Ｌ Ｃ を 用 い た （ Ｃ Ｓ Ｃ ／ Ｃ Ａ Ｌ Ｌ ） × Δ
Ｖ を 映 像 信 号 に 対 し て 補 償 す る 補 正 回 路 １ ９ を 設 け る 。 図 １ に は 基 板 １ 内 に 配 置 し た 場 合
の 補 正 回 路 １ ９ を し め し て い る が 、 好 ま し く は 、 こ の よ う な 補 償 を 基 板 １ 外 の 駆 動 Ｉ Ｃ ９
等 に 設 け る 。 よ り 好 ま し く は 、 駆 動 Ｉ Ｃ ９ 等 に 内 蔵 さ れ て い る γ 補 正 回 路 （ 不 図 示 ） 内 で
補 償 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ 実 施 形 態 で は 、 上 記 の よ う に 映 像 信 号 の 供 給 後 に 画 素 電 極 の 電 位 を 変 化 さ せ る と い
う 駆 動 方 法 に よ り な め ら か な 階 調 表 示 が で き 、 高 品 質 な 表 示 を 得 る こ と が で き る と 共 に 、
低 消 費 電 力 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 電 位 供 給 回 路 ４ ７ を Ｖ ド ラ イ バ ４ ６ に 内 蔵 す る と と も に 、 ゲ ー ト 線 Ｇ ２ ～ Ｇ ５
を 順 次 駆 動 す る た め の 信 号 を 用 い て 電 位 供 給 回 路 部 ４ ７ ａ ～ ４ ７ ｄ を 順 次 駆 動 す る こ と に
よ っ て 、 回 路 規 模 を 縮 小 す る こ と が で き る と と も に 、 歩 留 ま り を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 で は 、 所 定 段 の ゲ ー ト 線 に 対 応 す る 電 位 供 給 回 路 部 に 、 出 力 端 子 が
次 段 の ゲ ー ト 線 に 接 続 さ れ た Ａ Ｎ Ｄ 回 路 部 の 出 力 信 号 を 入 力 す る こ と に よ り 、 所 定 段 の ゲ
ー ト 線 に 対 応 す る 電 位 供 給 回 路 部 を 駆 動 す る こ と に よ っ て 、 所 定 段 の 次 段 の シ フ ト レ ジ ス
タ 回 路 部 か ら の 出 力 信 号 は 、 所 定 段 の ゲ ー ト 線 を 駆 動 す る た め の シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 部 の
出 力 信 号 が 出 力 し た 後 に 出 力 さ れ る の で 、 よ り 容 易 に 、 所 定 段 の ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 配 置 さ
れ た 画 素 部 に 映 像 信 号 を 書 き 終 え た 後 に 、 所 定 段 の ゲ ー ト 線 に 対 応 す る １ 対 の 補 助 容 量 線
に 、 そ れ ぞ れ Ｈ レ ベ ル 側 の 電 位 Ｖ Ｓ Ｃ Ｈ 及 び Ｌ レ ベ ル 側 の 電 位 Ｖ Ｓ Ｃ Ｌ の 一 方 及 び 他 方 を
供 給 す る こ と が で き る 。
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 従 来 の 駆 動 方 法 で は 、 画 素 電 極 へ の 入 力 電 圧 が 液 晶 層 へ の 実 効 電 圧 に ほ ぼ 等 し い が 、 本
願 発 明 で 用 い ら れ る 補 助 容 量 カ ッ プ リ ン グ を 用 い た 駆 動 方 法 で は 、 画 素 電 極 へ の 映 像 信 号
の 入 力 後 に 補 助 容 量 線 の 電 位 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 画 素 電 極 の 電 位 そ の も の を 変 化 さ
せ て し ま う こ と に 加 え 、 画 素 電 極 の 電 位 の 変 化 に よ り 液 晶 容 量 も 変 化 す る た め 、 画 素 電 極
へ の 入 力 電 圧 は 液 晶 層 に 印 加 さ れ る 実 効 電 圧 と 異 な る ほ か 、 結 果 的 に 液 晶 層 に 印 加 さ れ る
実 効 電 圧 を 算 出 す る こ と は で き て も 測 定 す る こ と は 極 め て 困 難 で あ る 。 し か も 算 出 値 は Ｃ

Ａ Ｌ Ｌ の 設 定 の 仕 方 に よ り 異 な る た め 、 正 確 性 に 欠 け る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 液 晶 に 対 す る 実 効 電 圧 で は な く 、 補 助 容 量 線 の 電 位 を
変 化 さ せ る 前 に 液 晶 に 印 加 さ れ る 入 力 電 圧 と 補 助 容 量 カ ッ プ リ ン グ を 用 い て 画 素 電 極 の 電
位 を 変 動 さ せ た 後 に 結 果 的 に 得 ら れ る 液 晶 の 透 過 率 と の 関 係 を 用 い て γ 補 正 を す る γ 補 正
回 路 を 用 い る 。 こ の γ 補 正 回 路 は 基 板 の 内 外 の ど ち ら に 設 け ら れ て も 良 い 。 な お 、 そ の 他
の 構 成 及 び 駆 動 方 法 は 上 記 の 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ に 本 実 施 形 態 に お け る 入 力 電 圧 と 透 過 率 の 関 係 を 示 す 。 図 ５ に お い て 、 ｘ 軸 方 向 は
画 素 電 極 へ の 入 力 電 圧 を 表 し 、 ｙ 軸 方 向 は そ の 電 位 の 信 号 が 画 素 電 極 に 供 給 さ れ た 後 、 補
助 容 量 線 の 電 位 を 変 化 さ せ た 時 に 結 果 的 に 得 ら れ る 液 晶 の 透 過 率 を 示 し て い る 。 ま た 、 実
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線 が 本 実 施 形 態 に お け る 入 力 電 圧 と 透 過 率 の 関 係 を 示 し 、 点 線 は 本 実 施 形 態 と 同 じ 液 晶 材
料 か ら な る 液 晶 層 を 用 い た 表 示 装 置 に お い て 、 従 来 の 駆 動 方 法 を 用 い た 場 合 の 入 力 電 圧 と
透 過 率 と の 関 係 を 示 し て い る 。 こ の 図 に よ れ ば 、 同 じ 液 晶 材 料 を 用 い て い る に も か か わ ら
ず 、 本 実 施 形 態 の 方 が 緩 や か な 曲 線 と な る 。 従 っ て 、 図 ５ に 示 す よ う な 曲 線 を 用 い て γ 補
正 す る こ と に よ り 、 各 階 調 に 対 応 す る 電 圧 の 差 が 大 き く な る た め 、 よ り 階 調 を 正 確 に 表 示
で き る と 共 に 、 多 階 調 化 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 本 願 発 明 は 以 上 の 実 施 形 態 に 限 ら ず 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 複 数 の 補 助 容
量 線 へ の 信 号 供 給 を 順 次 行 う 別 の シ フ ト レ ジ ス タ ８ を 設 け て も 良 い 。 ま た 、 映 像 信 号 線 が
２ 本 で あ る 場 合 を 例 示 し た が 、 こ れ を １ 本 に し て 全 て の ド レ イ ン 線 に 接 続 す る 構 成 で あ っ
て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の Ｖ ド ラ イ バ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る
【 図 ４ 】 対 向 電 極 電 圧 に 対 す る 入 力 電 圧 に 対 す る 液 晶 容 量 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 対 向 電 極 電 圧 に 対 す る 入 力 電 圧 に 対 す る 液 晶 層 の 透 過 率
を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 示 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の ラ イ ン 反 転 駆 動 法 を 用 い て 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 さ せ る 場 合 の 波 形 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 従 来 の ド ッ ト 反 転 駆 動 法 を 用 い て 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 さ せ る 場 合 の 波 形 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 従 来 の 駆 動 法 を 用 い て 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 さ せ る 場 合 の 対 向 電 極 電 圧 に 対 す る 入
力 電 圧 に 対 す る 液 晶 層 の 透 過 率 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ３ － １ ａ ～ ３ － １ ｄ 、 ３ － ２ ａ ～ ３ － ２ ｄ 　 画 素 部
　 ６ 、 ４ ６ 　 　 Ｖ ド ラ イ バ
　 ７ 、 ４ ７ 　 　 電 位 供 給 回 路
　 ３ ３ 　 　 　 　 補 助 容 量
　 ３ ４ 　 　 　 　 画 素 電 極
　 ３ ６ 　 　 　 　 電 極 （ 第 １ 電 極 ）
　 ３ ７ － １ ａ ～ ３ ７ － １ ｄ 、 ３ ７ － ２ ａ ～ ３ ７ － ２ ｄ 　 電 極 （ 第 ２ 電 極 ）
　 Ｄ １ ～ Ｄ ４ 　 ド レ イ ン 線
　 Ｇ １ ～ Ｇ ７ 　 ゲ ー ト 線
　 Ｓ Ｃ １ － １ ～ Ｓ Ｃ １ － ４ 　 補 助 容 量 線 （ 第 １ 補 助 容 量 線 ）
　 Ｓ Ｃ ２ － １ ～ Ｓ Ｃ ２ － ４ 　 補 助 容 量 線 （ 第 ２ 補 助 容 量 線 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种通过使用辅助电容耦合驱动方法获得优异显示
的液晶显示装置。解决方案：在辅助电容线电位变化之前或之后朝向对
电极35的至少一个像素电极34的电压进入过渡区域R的情况下，该过渡
区域R是液晶电容C &lt;SB的电压区域。&gt; LC &lt;/ SB&gt;急剧变化，
如C &lt;SB&gt; LC &lt;/ SB&gt;，像素电极34的电位变化的C &lt;SB&gt; 
ALL &lt;/ SB&gt;成分（C &lt;SB&gt; SC &lt;/随着辅助电容线的伴随电位
变化的SB&gt; / C &lt;SB&gt; ALL &lt;/ SB&gt;）×ΔV变化，考虑到像素
电极34的电位的变化的图像信号的校正通过以下方式进行：考虑到变化
后，使用C &lt;SB&gt; ALL &lt;/ SB&gt;和C &lt;SB&gt; LC &lt;/ SB&gt;。
Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/44c32cae-19fb-4f26-98a5-a196ccad8b01
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034824587/publication/JP2005257931A?q=JP2005257931A

